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(6) 被検者の直腸に探触子を挿入し、超音波画像を観察する。 
(7) 穿刺適用時は、カバーを外し、取扱説明書に従い使用前準備

を行うこと。 
［使用方法に関連する使用上の注意］ 

  ・60℃以上での消毒・滅菌は行わないこと。 

 

2. 組み合わせて使用する医療機器 

本探触子は、以下の超音波画像診断装置と接続して使用のこと。 

販売名 *認証番号 

プロサウンドα7 219AABZX00237000 

プロサウンドSSD-α10 21600BZZ00170000 

プロサウンドSSD-α5 21600BZZ00203000 

プロサウンド F75 222AABZX00075000 

製造販売業者：富士フイルム株式会社 

 

人体開口部用超音波プローブカバーは下記を使用のこと。 

販売名 *認証番号 

プローブカバーAに含まれる 

「ラバーブーツ RB-665P-S」 
222ABBZX00003000 

  製造販売業者：不二ラテックス株式会社 

 

穿刺適用時に使用する品目は下記を使用のこと。 

販売名 *認証番号 

穿刺ガイド管 MP-2452 222AABZX00057000 
製造販売業者：富士フイルム株式会社 

 

【使用上の注意】 

 [重要な基本的注意] 

1) ラバーブーツを被せて使用すること。 

2) ラバーブーツは再使用しないこと。 
3）穿刺する際には使用前に40℃の温水にて針エコーが穿刺ガイ 
  ドラインと一致することを確認すること。 
4）穿刺ガイド管は消毒・滅菌を行った上で使用すること。 
5）穿刺ガイド管のガイド下で電気手術器のニードルカニューレ 
  を使用する際は、使用前に必ずニードルカニューレ装着面に

破損等がなく、スムーズに稼動することを確認の上、慎重に

操作すること。 
[その他の注意] 

1) 機器に汚物が付着した場合は、取扱説明書に従い、消毒・ 

  滅菌を行うこと。 

2) コネクタは乾燥した状態で使用すること。 

3) 落としたりぶつけたりしないこと。 
 

【保管方法及び有効期間等】 

耐用期間：3年（自己認証データによる） 
 

【保守・点検に係る事項】 

〈使用者による保守点検（日常点検）〉  

1) 目視による点検  

（1）外観の確認  

プローブの外観に異常がないことを確認すること。  

・ケーブル、付属品等に損傷や磨耗がないこと。  

 

（2）清浄性の確認  

清浄な状態であることを確認すること。  

・プローブ、付属品の洗浄・消毒方法は、取扱説明書等の 

指示に従って行うこと。  
 
 

2) 機能の確認  

（1）プローブの正常状態の確認  

プローブの正常状態・正常動作を確認すること。  

・プローブを診断装置に接続し、正常に動作すること。  

・異音、異臭がないことを確認すること。  

 

詳細は取扱説明書を参照すること。 

 
定期点検を弊社又は弊社の指定する業者に依頼すること。 

点検項目 頻度 
安全点検 1回／年 

 
詳細は取扱説明書を参照すること。 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

 富士フイルム株式会社 

 TEL:0120-771669 

販売業者 

     富士フイルムメディカル株式会社 

    TEL:0570-02-7007（ナビダイヤル） 
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